















現病歴：2013 年 7 月、健診で便潜血陽性を指
摘され、精査目的に当院を受診した。
＜原　著＞






A Case of Rectal Submucosal Tumor Difficult for Preoperative Differential Diagnosis 
in a Patient with von Recklinghausen’s Disease
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長径 5-15mmの 3つの粘膜下腫瘤を認め ,割面ではこれらの腫瘤はびまん性に白色の組織で連続
していた。病理組織学的にこの白色組織内に異型のない子宮内膜細胞の集簇を認め ,子宮内膜症
と診断された。



















































































































り8）、松隈らによると 1950 年から 1988 年まで























































成した腸管子宮内膜症の 1例 . 胃と腸 33：
1365-1368、1998
9）松隈則人、松尾義人他：腸管子宮内膜症の
2例 -本邦報告例 78 例の検討を含めて .
　GastroenterolEndosc31：1577-1584,1989
術前鑑別診断に難渋した vonRecklinghausen 病に合併した直腸粘膜下腫瘍の一例
